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［株式市場］SENSEX指数の推移 
（2016年1月1日～2018年3月1日*） 

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移 
（2016年1月1日～2018年3月1日*） 

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移 
（2016年1月1日～2018年3月2日） 

［株式市場］ 

［債券市場］ 

［為替市場］ 

世界的な株高を受けて、週初はインド株式市場も上昇しました。
その後、2月28日発表の2017年10－12月期実質国内総生産
（GDP）成長率が市場予想を上回るなど好材料もあったものの、
国営銀行での巨額の不正送金問題で当初の想定より不正取引
額が増える可能性が報じられたことや海外株式市場の下落が重
石となり、軟調な推移となりました。 

2017年10－12月期の実質GDP成長率が市場予想を上回った
ことに加え、2017/18年度の財政赤字が1月末までの途中経過
で、今年度の財政赤字目標を上回っていると報じられたことが
嫌気されてインド10年国債利回りは上昇（価格は下落）しまし
た。 

週半ばまで、パウエル米連邦制度理事会（FRB）議長の発言が
利上げ継続に前向きと捉えられて世界的に米ドルを買い戻す
動きが出たことからルピーは対米ドルで下落しました。2日に米
国の関税引上げ方針を受けて投資家のリスク回避姿勢が強ま
り円が対米ドルで急騰したことから、ルピーは対円でも下落しま
した。 

（対象期間：2018/2/26～3/2） 

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。 

2018/2/23 2018/3/1* 変化率 

34,142.15  34,046.94  -0.28% 

2018/2/23 2018/3/1* 変化幅 

7.667  7.741  +0.074 

2018/2/23 2018/3/2 変化率 

1.651  1.638  -0.78% 
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*3月2日は祝日のため休場 

*3月2日は祝日のため休場 
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